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66 (66) #126% # 112%
第 1表 ソ連経済の地
年 代 . 40 50. 58 59 60 61 62 63
ソ 連 邦 100 100 100 100 100 100 100 100
70.50 64_30 66.94 65.58 63.76 62.64 62.93 62.69
18_97 5.97 6_97 7.09 6.86 6.47 6.85 7.03
中 央 .地 区 19.47 14.61 14.69 14.55 13.52 13.93 13.69 12.80
3.04 2.58 2.e)4 2_56 2.93 2_76 2.69 2.51
1.72 4.37 2.20 2.56 2.52 2.1R 2_35 2_02
5.36 8.98 10.63 9.81 9.66 7.99 8.15 8.37
北 カ フ カ ズ 地 区 4_22 5.91 5.00 5.19 5.08 4.66 4.98 4.72
3.30 5_10 6.43 6.16 6.､39. 6.15 6_25 6.40
5.45 3.73 4.20 4.30 444 5.60 5.26 5.53
極 東 地 区 9.49 4.29 4.33 4.33 389 5.1⊥ 4.67 4.ZZ
13.87 17.97 16.02 16_38 16_22 16.ll 15.95 15.84
8.97 12.20 10.34 9.72 9.37 9_39 9_ll 8_88
南 西 地 区 3.02 3_47 3.66 4.13 4.46 4.53 4.44 4.38
南 部 地 区 1_89 ?,30 2.02 2.5Jt 23() 2.19 2.40 2.58
- 0.58 0_71 0.88 0.79_86 0.93 1.07 _1.000.12 _83 Cl.2 _9 8 0_9 09g
0.38 0.70 0.53 0.63 0.66 0.72 0.72 0,70
0.50 2.49 2.30 2.82 2.88 2.91 3.04 3._04
1.73 1.98 1.16 1.09 1_24 1.14 1_19 1_39
2.34 2.54 1.42 1_54 1.37 1.41 1_52 1.32
~0_78 0_69 0_59 0.66 0_65 0.64 0.80 0.82
外 カ フ カ ズ 地 区 4.84 5.20 3_16 3.28 3_22 3.20 3.51 3.53284､1_2 171 2.02 1_99 2.41 26 243
0.45 0.66 0_54 0.58 0.60 0.68 o_63 0.73
0.45 0_51 0.55 0.56 0.61 0.52 0.66 0.75
0.61■ 0.78 0.62 0.60 0.87 0.58 0.77 0.67
3.33 3.66 3.74 3.74 4.49 4.37 4_49 4.99
2.93 2.10 1.93 2.00 2.05 2.43 2.30 2.55
0.12 0.49 0.52 0.54 0.59 0.67 0.73 0.70
ソ連経済における地域BIJ固定フォソド構造 (67) 67
域別固定フォソド静造光1戎2
64 65 66 6ー7 68 69 70 71 72 73 74 75
100 100 100 100 100 100 100 100 100､100 100 100
61.79 61.03 60.60 60.87 61.45 61.10 60.25 60.82 61_40 60.90 61.63 62.22
7.27 7.09 6.44 6.52 6.58 7_28 7.ll 6.36 6.78 6_61 6.56 7.24
2.46 235 2.47 2_52 2.57 2_49 245 2.52 2.64 写.72 2.90 2.58
2_38 2_32 2_52 2_35 2_28 2_29 ?Jr?7 ?,_30 2.75 2_7∩ 2_30 2.65
8_36 8.42 8.12 8_57 9.05 8_45 9.35 8.88 8:88 8_59 8.63 8.67
4.91 4.98 5_00 4_61 4_75 4.82 4.80 4_93 4.96 4.72 5.04 4.84
7_63 7.15 7.24 G_89 6.61 7_29 680 6.71 6_40 6_92 7.17 6.79
6.58 6_ll 6_1g 6.87 6.27 6.50 618 6.9け 7.15 7.58 7.46 7_39
4.87 5.58 5.10 5.25 5.63 4.93 4.84 4.88 4.70 4.85 4.79 4.67
4.14 4_19 4.21 4.59 4.97 4.i;U 4_74 ♭.04 4_67 4.65 4.60 5.23
16.14 15_5q 15_82 15.09 15.55 15.21 15_19 14_95 15.14 15.25 14.80 14_57
8二82 B.36 8.10. 7_95 - - - - - - - -
4_33 4_42 4.37 4.65 - - - - - - - -
2_99 2.84 2.76 2.50 - - - - - - - -
0.72 0.70 0.63 0_63 0.69 0.76 0710.71 0_74 0_66 0.62 0.61
3.23 3.25 3.19 3.12 3.09 畠.22 3_15 3_13 3.10 2-96 2.96 3.06
1.19 128 12.97 1.39 I.29 1.26 1_25 1.26 1.17 1.29 1.27 1.19
1.41 128 1_47 1.49 1.34 1.29 1.41 1_35 1.12 1.23 1_12 1.34
0.82 0.86 0.gJl 0.91 0.90 1.00 1_07 1.03 0.91 0,83 0_86 0_75
3.42 3_43 3.7047 3.798 3.53 3.54 3_73 3.64 3.20 3.35 3.25 3.28
0.70 0.75 0.69 0.75 0.79 0.80 0_78 0.7占 0.76 0.71 0_77 0.89
0.69 0.78 0.6テ 0.71 0.72 0.74 0.71 0.69 0_92 0.76 0.73 0.70
0.83 0_81 0.94 0.90 0.80 0.83 0.88 0_81 0.85 0.92 1_12 0.95
5.24 5.70 5_77 6_15 5,88 5_83 5.96 6.01 6_00 6.ll 6.27 6.15:
7.18 7_88 7_95 7_72 6.79 7_29 7.4.3 7_28 7.10 7_06 6_71 6_64
2_53 2.61 2.49 3_66 2.78 2.91 3.27 3.10 3_00 3.28 3.2g 3_10
0.75 0_75 0.73 0.一拍 0.81 0.76 0_95 0.90 .0.95 1.00 1.03 0.92
68 (68) 第126巻 第1･2号
もなるべき地域別投資構造の分析結果がある｡ それは次のように要約 され るも
のである8)0
1917年の ロシア革命と1920年代末か らの社会主義的工業化の結見 ソ連の生
産力配置 と地域構造は大 きく変化 している｡戦前には戦前塾地域別投資構造が
形成されるが,第 2次大戦O-)断層を経験 して,60年代初頭を画期 としてそれは
60年代地域別投資構造に転化発展 してい く｡ このような転化を推進せ しめた も
のは,一語で言 えば,投資の地方分散化慣向,分散化政策であるO ところで戦
前型倍達 と60年代構造とは次のよ うな関係にあるOつま り戦前型構造が,投資
の ロシア共和国への集[h 先進的地域への独占,重工業特化地域優先,未開発
地域の投資比重の低位を特徴 としているのにたい して,60年代構造は戦前塑構
造の特徴を色濃 く残 しなが らも, ロシア共和国,先進地区の投資集中 と独 占の
一定の崩壊,未開発地域 と後進的地域の投資の逓増傾向によって,将来的には
その特徴を掘 りくずす条件.っま り投資における平準化の前進 とい う面を もっ
ている.以上が地域別国定 フォン ト構造を考察する際の視角であるO
では第 1蓑を検討 しよう4)O これは ソ連経済の1940年以降における固定 フォ
ン ドの地域別統計の一次資料を加工,整理 した ものであるo先の視角を念頭に
3) 抑瓶 前掲論文, 『経済論叢』第125巻第 6号43ページ参府 )
4) HapoAHOeXo3月抱cTBOCCCPB1977,CTP341-342, 『ソ連国民経済統計年鑑'75』513べ-ジ
CCCPB1967,cTp606-607,H X CCCP81965,cTP523,H.X CCCPa1964,CTP508,
H X CCCP81963,cTP 448,HapoDHOeXo351如T80PC(PCPa1975,CTP-318-320,H X
PC¢CP】31971.cTp,2891290.H X PC¢CPB1970,cTp 313
※ 1 ここで対象とされる固定フォンドは.建設が完了し,操業を開始した生産と非生産目的
企業.建物,構築軌 使用開始した装置.一部の淡紫と部品.多年生栽培,潅概.干拓工象 汝





場合,前者0)数個を基礎にして (H X CCCPでの｡ンア共和国の比率)×(H.X PC¢CPで
の各経済地区の固定フ*ント衝/H X.PC¢CPでのロシア共和国の国定フォンド総額)の式で
ロ./ア共和国内の各経済地区の国定フォンド比率を析出した｡





北西地区 (約11%-→6%)中央地区 (19.5%一十14.6%) 中央黒土地区 (1･7%→
4.4%)ボルガ流域地区 (5.4%-約9%)西 ンべリア地区 (3.3%→5･1%)極東





%台-の低下,西 シべ l)ア地区の6%台への上昇,東 ソべ リ7地区の5%への








































































72 (72) 第126巻 第1･2号
第2表 各潅済地区の工業における労働資源のフォンド装備度 (1972年)
経 済 地 区 工業生産固定ア長{ ド装備度 フォンド装備度指数
北 西 地 区中 央央 黒 土 地カ フ カ ズ東 シ べ 1) ア極 東ドネッ.沿 ドニニプル地甫南 部沿 パ ル ト外自 ロ シ 7 236162534428828354906115076946955201048712 102608332163575185.414689792 0.66407574819298 10032656770942138156504984287 102213160887415306899675
中央地区がフォンド装備度の低位な分類群に属 しているO
この食違い問髄を正確に解 くカギは生産物のフォン ド集約度 (¢oH′10eMf(OCTh
rTPOAy'iurrt)にあるO第 2表か らも明らかなように,相対的に7*ン ド装備度
の高い地域はフォン ド集約的生産が特徴的であ り,低位なフォンド集約的な地
区はその反対である｡ このような相違をひきお こす要因のうちで, もっとも規
定的なものは,加工業部門 と採取業部門 との比重関係の相異か らくるものであ
る｡
た とえば,工業国定 フォン ド中に占める採取業部門の此毒は. トネッ ･沿 ド







ンド装備度/生産物のフォンド集約度)を概観 していくと, 3つの グループに
分類される｡
上位グル-プに属するのは,北西地区,中央地区.ボルガ ･ヴヤトカ地区,



















74 (74) 第126巻 第1･2号
第3表 経済地区別インフラス
トラクチュア整備皮
北 西 地 区
中 央 地 区
ボル ガ ･ウヤ トカ地 区
中 央 黒 土 地 区
ボ ル ガ 流 域 地 区
北 カ フ カ ズ 地 区
ウ ラ ル 地 区
酉 シ ベ リ ア 地 区
東 シ ベ リ ア 地 区
極 東 地 区
rネッ.沿 ドニニ プル地区
南 西 地 区
南 部 地 区
拍 /: ル ト 地 区
外 カ フ カ ズ 地 区
中 央 7 ミエ ア 地 区
カ ザ フ タ ソ 地 区
白 ロ シ ア 地 区
モ ル ク ビ ア 地 区
る程度克服されていると判断す ることが
できる0)｡ このような判断にたいして,
しか しなが ら, これを反駁す る材料 も存
在す るo
地域構造を 規定 しな が ら, 地域の 全
般的な生産U)発展水準を条件 づ け る重
大な要田 は, インフラス トラ クチ ュア
(H叫 pacTPyl{Typa) である. 鉄道, 自
動車道路,送電系統 とい う基本的なイン
フラス トラクチ ュアの整備状況を概観す









の格差を26 1.文化水準の点から23 1と結論しており(1966年).オパブキー札 工業発展
水準の格差を4 1(1962年), テレブコは労働可能人口一人当り国民所得の格差を22倍 (1968
年)と計算している｡またザクムパエフは地区間の経済発展水準の格差と共和国間のそれをそれ
ぞれ18倍と22倍であると判断している (1972年)｡ここでの固定フォソトの格差の俺は,上
記の数値とi引ま合致する｡ OrlaLIK74紘J7 B･3afCOFLO^ECPTiOCmt a 如 TCmOPu PaBeumaR
afloIWjlWECCKLjCPa17oJiOOCCCP,州,]965,CTE)67,TeLnerl比OtTl.E.ypoβTiu∂f{OfW.uauCfl020
paBeumuH PaLZoFLOβFCCCP.爪,1971,cTP 68,Po3eH中eJIbLLLuJl 〟emo∂oAOaug
eupaBtWOaftEt方yPOBfEe丘pa38amaX efCOfiO〟u'LeCIltEXPaaO7LOeCCCP,八･,1969,CTP45,






自然的条件を無視 した比較値であるとの反論がかえって くるか もしれないが,
同指数でヨーロッパ諸地区の合計 (180.2)と東部の合計 (39.1)とを比較 した
場合でさえ,約 5倍 とい う格差幅がまだ存在 している｡
インフラス トラクチュア整備状況を示す統計数字での格差幅は,社会的およ
び経済 ･生産的基礎条件の歴史的累横における地域的断差を意味 しているがゆ
えに, ソ連邦が 自然的 ･歴史的諸条件から背負 ってきているヨーロッパ部 と非
ヨ⊥ロッパ部,先進的地域 と後進的地域 との格差構造- この格差構造は前社
会主義社会経済構成体の巨大な歴史的遺産-旧社会の母斑であると同時にソヴ









フォン ト支出ではヨーロッパ部に迫る投下がされていることは, これ らの地域
の発展 と開発が過去にソ連邦の国民経済に多大な負担をかけてきたと同時に将
来においてもかけることを示蚊 している｡中央アジア,カザフスタンよりイン








る都市と農村｣島崎稔筋 『現代日永の都市と農村』1978年.314ペ ー ジ ｡




















12) Be瓜叫eBJhM･yfaB･- I,CTPB2,HapozLmeXoa舶cTm CCCPち1965･,cTP 590?
X･CCCP B1969リCTP.558,H.X,CCCPB1972,cTp532りH,X.CCCPB1977りCTP404,


































78 (78) 第126巻 第1･2号
第4表 国民所得 と固定 フォン ドの地域別構造
ソ 連 邦 100 100 100 100 テレブコ計 算 同 定フォンド 100 100
61,06 61_59 61.06 61.24 59.22 58.85 61.45 61_28 61.74
北 西 地 恒二 6.63 6.16 6_58
4.16 2.55 a_57
中 央 黒 土 地 区 2.94 2.81 2.28
6.93 8.83 9.05
5.32 5_43 4.75
ウ ラ ル 地 区 7.36 6.54 6_61
5_42 6.18 6.27
2.82 4_61 5_63
極 .東 地 区 2､_63 4.36 4.97
20.05 19.17 19.92 19.07 22.12 16_79 15.55 18.8()17_80
9.56 8_43 7_95
･南 西 地 区 7.86 5_64 4.65
2.70 '3.79 2.5O
1ー19 1_26 1_4ー I_47 1.36 1.38 1.52 1.51
1.29 1.34 1_39 1.37 1.04 1.02 138 1.39
0_68 0.73 0.77 0.76 0.71 0_69 075 0.75
3_ユ6 3.35 3.57 3.61 3.49 3.ll 3.09 3.66 3.65
1.48 1.37 1.36 1.30 1_41 1.29 1.36 1.35
1.44 ■1.45 1.33 1.24 1_44 1.34 1.21 1.28
0.62 0_65 0.70 JO.'(2 0_94 0.90 ,0_76 0.84
3_53 3.4B 3_39 3_27 3.09 3_79 3.53 3.33 3.47
ウ ズ ベ ク 兵 和 国 2_64 2.62 2.77 2.63 3.98 3.57 2.65 2.80
0.66 0.64 0.72 0.73 0.91 0.79 0.71 0.67
0_52 0.53 0.60 0.57 0.81 0.72 057 0.57
0.59 0.57 0.52 0.51 5.01 0/936.6 0.80 050 0.49441 436 460 445 5 8 4.42 453
3.46 3.49 3.31.3.79 3.96 6.49 6_79 3.75 3.47
















残 りの西 シベ リア地区,東 シベリア地区,極東地区そしてボルガ流域地区は
反対に投資 ･国定フォンドの比重が高い｡ ここでの推計によれば,東シベ リア
と極東地区はその国民所得の水準の約 2倍にものぼる投資 と国定フォンドを実
現 していることになる｡ ンべリアと極東の全体では同国民所得比重に4-5%上








13) ロイ .} ドグT-デフ 『社会主義的民主主義』石堂清倫訳,98ペ ージ｡



























ア･極東部- 中央アジア .カザフスタ ン部の三重の地域構造を もちつつ.也
域間格差の解消を展望 しているが,蓄積された基本的インフラス トラクチュア
の側面 からは ヨー｡ッ/く･ウラル部と中央7ジア ･カザフスタン部, シべ l)
ア ･榎東部の間には大 きな落差があり,平準化-の困難な面をもっている｡第
2に,国民所得一国定フォン ドの地域構造の側面か らは,高い生産性 と経済発
展水準をもつ先進的地域の一部で生産された国民所得が後進的なシベ リア ･極





共 和 国 ,投資 1ルーブルについての国民所得の増加
1961-73年 1961-5年 1966-73年 1961-73年 1961-5年 1966-73年




































の劣位であることがわかる. これ らの地域における劣位の原因はザ クムバエフ
(3aKyM6aeB)によれば, ① これ らの地域のフォンド集約部門の優位性 ④ 組
織的秩序の不十分 さ ④投資のテクノl=ジー構造の相違 とそれに影響をあたえ
る自然 ･気候条件の相違 ･(彰生産物のフォン ド集約度の上昇と下降の周期性で
ある17)a(彰の組織的秩序に関しては,今日まで様々な欠陥の指摘 と改善のため
の議連案が現場のエコ/ミス トからされている.この点に関連 して,1979年 7






























19) 3nI`yM6aeBA I(. y〟a3 COW,CTP76
